
九州・沖縄母子保健研究４ヶ月時追跡調査の結果

妊娠中乳製品、カルシウム及びビタミン D摂取と産後うつ症状リスクとの関連

背景：乳製品摂取と産後うつ症状との関連については、過去に本邦の疫学研究で

のみ調べられ、有意な関連を認めませんでした。カルシウムやビタミン D 摂取

と産後うつ症状を調べた研究は世界中で見当たりません。

方法：九州・沖縄母子保健研究の妊娠中ベースライン時、出生時、生後 3～4ヶ

月時に調査に参加した 1319 名の母親を対象としました。妊娠中に diet history 
questionnaire を用いて栄養の情報を得ました。生後 3～4 ヶ月時に Edinburgh 
Postnatal Depression Scale に回答し 9 点以上を産後うつ症状有りと定義しました。

ベースライン調査時の年齢、妊娠週、居住地域、子数、家族構成、うつ既往、う

つ家族歴、職業、BMI、総エネルギー摂取量、教育歴、妊娠中喫煙、帝王切開、

子の性別及び出生時体重を交絡因子として補正しました。

結果：8.2%で産後うつ症状がありました。妊娠中の牛乳摂取の最も少ない群に

比較し、2 番目に少ない群及び最も多い群で産後うつ症状のリスクが有意に低下

しました。総乳製品、ヨーグルト、チーズ、カルシウム、ビタミン D 摂取はい

ずれも産後うつ症状と有意な関連を認めませんでした。

四分位

牛乳摂取 1 (Lowest) 2 3 4 (Highest) P for trend
摂取量/日(中央値) 0.0 33.9 107.1 187.5 g
リスク（%） 28/251 (11.2) 24/390 (6.2) 27/274 (9.9) 29/404 (7.2)
補正 OR (95% CI) 1.00 0.48 (0.26−0.89) 0.73 (0.39−1.34) 0.51 (0.28−0.93) 0.12

結論：総乳製品について、牛乳、ヨーグルト、チーズに分けて解析したところ、

世界で初めて妊娠中の牛乳摂取が産後うつ症状に予防的であることを報告しま

した。カルシウムやビタミン D 摂取とは関連がありませんでした。確実なエビ

デンスを得るためにさらなるエビデンスの蓄積が必要です。
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